
提

出

者

逢

坂

誠

二

平
成
十
八
年
六
月
六
日
提
出

質
問
第
三
〇
五
号

障
害
者
自
立
支
援
法
の
評
価
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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障
害
者
自
立
支
援
法
の
評
価
に
関
す
る
質
問
主
意
書

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
四
月
よ
り
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
の
応
益
負
担
が
始
ま
っ
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
障
害
者
か
ら
負
担
増
加
に
よ
る
生
活
の
困
窮
を
訴
え
る
声
が
多
数
上
っ
て
い
る
。

応
益
負
担
に
つ
い
て
は
、
制
度
維
持
の
観
点
か
ら
一
定
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
応
能
負
担
と
比
べ

た
場
合
、
障
害
者
の
可
処
分
所
得
と
貯
蓄
可
能
額
が
減
り
、
生
涯
を
通
し
た
生
活
設
計
が
困
難
に
な
る
と
と
も
に
、
施
設
か
ら

地
域
に
出
て
暮
ら
し
に
く
く
な
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

一

一
割
の
定
率
負
担
は
障
害
の
程
度
が
重
く
な
る
ほ
ど
過
重
に
な
り
、
可
処
分
所
得
の
減
額
に
よ
っ
て
障
害
者
の
生
活
を
苦

し
く
さ
せ
る
と
と
も
に
、
貯
蓄
可
能
額
が
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
い
こ
と
か
ら
将
来
の
生
活
設
計
を
困
難
に
さ
せ
る
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。
ま
た
、
政
府
は
負
担
増
に
悩
む
障
害
者
の
生
活
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
か
。

行
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
調
査
に
基
づ
い
て
法
律
の
施
行
結
果
に
対
す
る
い
か
な
る
評
価
を
し
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
か
。

二

作
業
所
や
授
産
施
設
、
福
祉
工
場
な
ど
就
労
支
援
型
の
サ
ー
ビ
ス
に
も
一
割
の
負
担
が
生
じ
る
こ
と
に
対
し
て
、
多
く
の

一



異
論
が
出
さ
れ
て
い
る
。
労
働
の
対
価
と
し
て
給
料
を
得
る
行
為
に
「
利
用
料
」
が
生
じ
る
こ
と
は
果
た
し
て
適
切
な
の

か
。
そ
の
根
拠
と
な
る
考
え
方
を
伺
う
。

三

自
己
負
担
の
上
限
額
設
定
を
障
害
者
の
親
を
含
め
た
世
帯
所
得
で
判
断
す
る
こ
と
は
果
た
し
て
適
切
な
の
か
。

「
自
立
の
観
点
か
ら
、
本
人
の
み
か
、
本
人
と
配
偶
者
の
収
入
で
決
め
る
べ
き
」
と
の
主
張
が
多
く
な
さ
れ
て
い
る
が
世

帯
所
得
で
判
断
す
る
こ
と
の
根
拠
と
な
る
考
え
方
を
伺
う
。

四

現
在
、
「
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
（
昭
和
三
九
年
）
に
基
づ
き
、
『
特
別
児
童
扶
養
手
当
』
が

在
宅
で
生
活
す
る
障
害
児
の
保
護
者
に
は
支
給
さ
れ
、
施
設
に
入
所
す
る
障
害
児
の
保
護
者
に
は
支
給
さ
れ
て
い
な
い
。
障

害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、
障
害
児
に
も
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
定
率
負
担
が
課
せ
ら
れ
、
ま
た
施
設
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
措

置
費
に
算
入
さ
れ
て
障
害
児
に
給
付
さ
れ
て
い
た
日
常
生
活
に
係
る
費
用
が
給
付
の
対
象
外
に
な
る
な
ど
、
保
護
者
の
負
担

は
極
め
て
大
き
く
な
る
。
そ
こ
で
、
在
宅
、
入
所
の
区
別
で
手
当
支
給
の
適
否
が
異
な
る
こ
れ
ま
で
の
制
度
は
見
直
し
、
そ

の
区
別
に
関
わ
ら
ず
手
当
が
支
給
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

五

「
平
成
一
五
年
度
東
京
都
社
会
福
祉
基
礎
調
査
『
障
害
者
の
生
活
実
態
』
調
査
結
果
」
に
よ
れ
ば
、
収
入
を
伴
う
仕
事
を

し
て
い
る
者
は
、
身
体
障
害
者
で
二
四．

八
％
（
う
ち
常
勤
三
四．

四
％
）
、
知
的
障
害
者
で
六
一．

八
％
（
常
勤
二
一．

二



五
％
）
、
精
神
障
害
者
で
二
六．

三
％
（
常
勤
一
一．

五
％
）
で
あ
る
。
民
間
企
業
の
障
害
者
法
定
雇
用
率
は
一．

八
％
で

あ
る
が
、
実
際
の
障
害
者
雇
用
率
は
一．

四
九
％
（
平
成
一
七
年
六
月
一
日
現
在
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
こ

う
し
た
実
態
を
踏
ま
え
、
就
労
支
援
の
抜
本
的
強
化
の
た
め
、
政
府
は
今
後
ど
の
よ
う
な
具
体
的
施
策
を
と
る
予
定
か
。

六

調
査
票
の
記
入
に
際
し
て
は
そ
の
内
容
を
事
前
に
本
人
、
家
族
に
送
付
し
、
意
思
の
確
認
が
困
難
な
障
害
者
に
は
、
そ
の

信
頼
で
き
る
人
を
立
ち
会
わ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。
ま
た
、
調
査
項
目
の
み
に
基
づ
い
て
判
断
で
き
な
い
事
項

に
関
し
て
は
、
障
害
者
本
人
ま
た
は
家
族
、
関
係
者
の
意
見
な
ど
を
十
分
に
尊
重
し
な
が
ら
具
体
的
に
「
特
記
」
す
べ
き
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


